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L はじめに

沖縄県では温暖な気候のもと，暖地型牧草の永年利用を主

体とした肉用牛生産が行われている。自給問料として活用さ

れている主な草種は，ローズグラス，キ、ニア グラス，パン ゴ

ラグラス，ジャイアン 卜スタ ーグラスの 4草種で改良草地の

約 95%の作付面積を占めている (沖縄県農林水産部畜産課

2006)。これらの草種の年間収量は，生草で 10a 当たり 8~ 1 2

t (乾物で 2~3t) の高い生産性を示し， 10aの草地面積で肉

用繁殖牛 1頭分の年間乾物要求量を満たすことができる。

一方，家畜生産では，平成 19年度肉用種子取り雌牛飼養頭

数 45，100頭(全国4位)(農林水産省 2008)，家畜市場黒毛和

種子牛取引頭数 25，782頭(全国肉用牛振興基金協会 2008)と

成長してきた。島i輿地域ゆえの輸送面のハンディを乗り越

え，今後さらに素牛生産供給地としての位置付けを確固たる

ものとし，さ らに発展していくためには子牛の斉一性に富

み，乾物摂取能力が高い子牛，県内外の肥育農家か ら評価さ

れる子牛生産を目指す必要がある。そこで注目されているの

がTMR調製による飼料給与技術である。

県内における TMRを利用した問料給与技術は，まず 1992

頃か ら先進的酪農家によって採用が進み，肉用牛では JAの

肥育センターにおける肥育用 TMR飼料を調製するためにそ

の技術が導入された。さらに近年その施設を運用して子牛育

成用 TMR飼料を製造し地域農家に供給する動きがみられ

る。また一部個人農家で自給粗鋼料や未利用資源を活用した

TMR飼料を給与することが始め られている。沖縄県では，

1981年より種雄牛造成事業を行っており，県産種雄牛による

子牛生産と沖縄県産自給粗飼料で育成した子牛生産の 2本の

柱による素牛生産供給地化を目指す上で，TMR調製飼料に

県産自給粗飼料をいかに組み入れることができるかが大きな
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眼目である。

2_ 子牛育成用 TMR調製と給与技術の確立

沖縄県北部地域においては 2ケ所の TMRセンタ ーで製造

実績がある。両センタ ーとも肥育向けの TMR調製が主体で

あるが， 別途繁殖農家向けの子牛育成用 TMR調製を行って

いる。2006年度の子牛育成用 TMRの製造量は， TMRセン

タ-Aでは月 当たり約 100tで利用農家は 35戸あまり，

TMRセンタ ーBでは月当たり約 20tで約 10戸の農家が活

用している。TMRセンタ -Bでの利用方法は，原料の代金

はJA販売価格 (50円/kg)で，撹枠料金として kg当たり 4

円の経費を支払い， 250 kg詰めの TMR飼料バックを利用農

家が受領すると いうシステムである。この地域における適応

した TMR配合割合を決定するために， TMR原料の成分分

析をもとに問料設計，給与検討会を実施してきた。粗飼料原

料の素材としてパミュ ーダグラス，オーツへイ，チモシーを

用い，濃厚悶料と粗飼料の配合比率を 7:3で設計した事例

では，非常に乾物摂取量が高くなり，子牛の発育や揃いも良

好であるが雌子牛にはエネルギー量が高いとの利用農家から

評価があった。そこで濃厚飼料と粗飼料の比率を6:4で設

計したところ，良好であるとの評価がある一方，発育に不満

を感じるとの評価があるなど農家によって評価が分かれた。

また晴育期の育成が順調に経過したかどうかで TMR飼料に

移行した際の順応力に差異がみ られた。このように TMR飼

料とは言え，要求量の異なる去勢子牛，雌子牛を，また増体

系か資質系かとい った系統の違いを 1種類の TMR飼料で対

応する ことの限界や農家聞の飼養管理の違し、から，どの農家

にも満足される TMR設計することの困難さが明らかにな っ

た。 しかし， これらの反省点を踏まえ，晴育期からの基本的

な飼養管理技術を向上させることと家畜の反応とを照らし合
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わせて飼料設計の精度を高めていくことで， TMRの有効性

をさらに高めることができると考えられる。

3. 乾草調製日数の短縮化による TMR向け

自給粗飼料生産の可能性

このように TMR給与の有効性が肉用牛繁殖農家に理解さ

れつつあるが， TMR原料として利用してい る輸入粗鋼料を

今後いかに自給組飼料による TMRに転換してい くかが，大

きな課題である。

扱いやすさや保存性の面ではドライタイプの TMRが優れ

ていることから，粗飼料原料として乾草が利用しやすいのは

自明のことであるが，通常の乾草調製方法では 4から 5日間

要し，沖縄県が温暖な気候条件とは言え年間降水量が 2000

ミリ以上と多雨であること，また台風や局地的なスコ ールに

より周年的に安定した乾草作りを実施するには困難な条件下

にある。そのため粗飼料生産調製としてはラップサイレージ

が主体となり，乾草は好天に恵まれた場合の賜物としてとら

えられているのが現状である。 ところが近年，パンゴラグラ

ス 「トランスパーラ」を利用して乾草生産販売する農家が登

場したことで新しい状況が生まれつつある。すなわちトラン

スパーラは，乾物生産性および消化性に優れた特性を示した

こと(嘉陽ら 1996，1997)か ら1998年に沖縄県奨励品種とし

て認定し普及を進めてきた。この間，沖縄県畜産試験場(現

沖縄県畜産研究センター)では， トランスパーラについて栽

培試験，消化試験，サイレージ特性試験，放牧試験，草地造

成に関する試験，乳牛，肥育牛および子牛育成給与試験と多

岐にわたる試験を実施し，これまで指摘されてきた暖地型牧

草の低消化性という欠点を払拭した草種として農家の評価を

得ている。栄養系繁殖草種のため種子繁殖草種に比して草地

化に手聞がかかる一方で， 2006年 12月調査において作付面

積 460haまでに増加するに至っている(沖縄県農林水産部

畜産課 2006)。 このトランスパーラによる乾草生産販売の実

現により，沖縄県内における自給粗飼料の流通， TMR利用

の可能性が見い出されたため，以下その事例について紹介し

fこL、。

この農家の特徴は，ストローチョッパー(スラッシャー)を

用いて細断し乾燥速度を速めることで乾草調製期間の短縮化

を図っている点にある(写真1)。またトランスパーラが株密

度の高い植生を示すことから， トランスパーラの株の上に細

断された茎葉が載る状態となり(写真 2)，乾燥のための通風

性が保たれる効果があることや回収率の大きな低下を防いで

いるという利点も見逃せない。なおストロ ーチョッパーは，

他県では麦類収穫後の残茎処理等に用いられており，沖縄県

ではパイナップル収穫後の株やサトウキビの古株の破砕に使

われている機械である。その構造は回転軸にフレール刃が装

着されており，牧草を細断しながら後方へ飛ばしてL、く方式

である(写真 3)。

調製方法は表 1に示した作業内容により 2日から 3日間

の日数で実施されている。

(1) 粗飼料生産実績

調査した A農家の草種の内訳は， 2006年においてトラン

スパーラ 5ha，ローズクラ ス(カタンボラ)7 ha計 12ha， 

2007年はトランスパーラ8ha，ローズグラス(カタンホ、ラ)4 

ha計 12haである。2006年と 2007年の組飼料生産実績を表

2に示した。梱包個数には，乾草のほかラップサイレージお

よび敷草の梱包が含まれる。乾草，ラップサイレージおよび

敷草では乾物率が異なるが，全梱包数のうち乾草として梱包

できた比率(乾草回収率)を算出してみると， 2006年で 81.9

%， 2007年で 89.7%であった。乾草回収率についての比較

可能な情報はないが，高い回収率で乾草調製が可能なことが

示された。乾草梱包 l個当たりの重量は 100kg相当である

ことから， 2006年， 2007年の 10a当たりの乾草生産量はそ

表 1. 乾草調製方法.

日程 作業内容

1日日 午前 ストローチョッパーによる 1回目刈取り

反転を兼ねてストローチョッパーによる 2回目刈取り

夕方夜露を避けるため集草(ウインドロ ーを作る)

2日目。午前反転

午後集草

梱包(曇天等で乾草度合いが低い場合は， 3日目に梱包)

表 2. 組飼料生産実績.

草地面積
1-3月 4-6月 7-9月

梱包
乾草回収率

(12 ha) 10-12月 個数計

梱包個数 164 727 868 386 2145 
2006年 81.9% 

うち乾草 122 456 826 353 1757 

梱包個数 349 708 795 796 2648 
2007年 89.7% 

うち乾草 324 669 617 766 2376 

乾草生産

kg/10 a 

1464 

1980 
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れぞれ 1464kg， 1980 kgであった。

(2) 生産コスト

2007年における ha当たりの生産コストを表 3に示す。生

産費には乾草のみならず，サイレージ，敷料生産にかかった

費用を含んで計上してあり，作業機械はすべて耐周年数を超

えて利用されているため，乾草 kg当たりの生産費は 24.7円

となった。 トランスパーラが輸入乾草のチモシーと同等の消

化性を持つこと(守川・ 与古田 2001)から，その栄養価値か

らすると kg当たり 25円はかなり安い販売価格と言える。そ

の理由は，暖地型牧草の永年利用が低コス 卜化をもたらして

いること，トラクターなどの大型機械の保守点検を尊守し 20

年以上利用 したことで減価償却か済んでいること，乾草販売

が可能であることを顧客に E メール情報として発信し，顧

客が直接引き取りに来てもらうことで運搬にかかる費用を排

除でき，安い販売価格を設定しているためである。 しかし，

機械を更新したと仮定して法定耐用年数で機械の減価償却費

を算出すると 2，614千円となり，この減価償却額で試算する

と生産費は乾草 kg当たり 37.1円となる。その場合は生産費

が粗収益を上まわってしまうため，販売価格の見直しが必要

となる。いずれの場合でも， これらの価格帯で県内産乾草の

流通が可能となると， TMR飼料の自給組飼料源として十分

利用できることが示された。この事例によ ってこれまで暖地

型牧草の生産性に依存して行われていた組問料生産に，生産

費の概念、を浸透させるき っかけとなり，県産自給飼料生産の

一層の推進が期待される。
写真1. ストローチ ョッパーの構造.

写真 2. トランスパーラの乾燥状況. 写真 3. 細断状況.

表 3. ha当たりの生産コスト (2007年).

項目 金額(千円) 備考

粗収益 販売額 537 
販売単価は，乾草 2500円/個 000kg) 

サイレージ2500円/個，敷草 1000円/個

生産費 資材費 8 トワイン 25円/個， ラップフィルム 180円/個

肥料代 164 ha当たり 600kg/回×年5回散布

燃料代 61 

修繕費 34 

減価償却費 4 乾燥庫と機械庫

租税公課 12 

保険料 2 

労働費 150 年間 1800千円/人

言十 435 

粗収益生産費用 102 

乾草 kg当たり生産費 24.7円 生産費÷乾草生産量
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